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研究成果の概要（和文）：　先ず，「造形遊び」を含めて美術教育実践と縁が深い「あそび」概念全体の整理・
構築を精緻に行い，混乱や誤解を解消しようとした。また，「あそび」の整理・構築に基づく<美術教育>題材の
開発を行い，小学校，中学校，高校などで実践し，その検証をした。各協力者勤務校での授業動画記録，作品写
真を基に，授業モデルとして，動機付け，試行錯誤，教科領域横断的な思考，活動の継続性(繰り返し)の場面を
取り入れた事例モデルを作成した。そして，大学教育や現職教育などでの教師教育プログラムに反映させた。

研究成果の概要（英文）：    Firstly, this study has intention to eliminate confusion and 
misinterpretation by means of analyzing in detail and affirming the concept of “play”, including 
the concept of “playful art study ” which is closely related to the actual practice of art 
education. We developed the teaching themes and model based on well-developed concept of "play" in 
art education and, then, they were put into practice at elementary and junior and senior high 
schools for verification. Furthermore, model cases for teaching incorporating motivation, trial and 
error, interdisciplinary thought and scenes of continual (repetitive) activities were developed 
based on video recordings and photographic works produced in the process of teaching at the schools 
of the partners. The results were reflected in a teacher training program at college and for 
incumbent teachers.
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 

 1977 年版学習指導要領に初めて登場した

｢造形遊び｣という言葉とその概念は，関連著

作の中で多義的に遣われ混乱や誤解を生ん

できた。その状況をふまえて 2003 年に奈良

教育大学で開催した美術科教育学会第５回

西地区会で永守基樹氏は，「造形遊び」に見

られる以下の３つの性格を指摘した 1)。 

  ①汎領域的な基礎教育 

 ②教科の中の領域（内容） 

 ③図画工作科全般にわたる理念や方法 

 まず，①は，幼年期の「遊び」的な造形活

動も視野に入れた全領域に通じる「基礎教育

的な側面」，②は，アクション・ペインティ

ング，アース・ワークなど「造形遊び」がア

ートの歴史に示唆を得た「活動内容の側面」

をそれぞれ示している。これらのアートから

の示唆があったからこそ，「造形遊び」は「身

体性を意識しながら，場や材料」との対話か

ら始まる活動とされている。さらに③は，図

画工作科教育全体の基調に「造形遊び」の理

念をおき，これを全ての造形活動に活かそう

とした1989年当時の教育政策をふまえた「理

念・方法的な側面」といえる。 

 本研究では，永守氏の示した「造形遊び」

の３つの性格をふまえて，研究代表者のこれ

までの「造形遊び」や「遊び」に関する研究

成果から，美術教育実践の全体像における

「遊び」概念の整理をする。「遊び」概念が

未整理なままでは，少なくとも美術教育実践

の次元では，これまでの混乱や誤解が続いて

しまうからである。 

 
２．研究の目的 
 

 現代の日本の美術教育において，「あそび」

概念は大変重要なものである。しかし，言葉

は，元来，多義的なものであり，「あそび」概

念もまた例外ではなく多くの意味を抱え込ん

でいる。美術教育における「あそび」概念も，

それ故に混乱や誤解を生んできた歴史がある。

とりわけ文部科学省学習指導要領図画工作編

にある｢造形遊び｣という<言葉・概念>も，関

連の著作で多義的に遣われ，多くの混乱が生

まれてきた。｢造形遊び｣を含めて美術教育実

践と縁が深い「あそび」概念全体の整理・構

築を精緻に行い，混乱や誤解を解消する意図

が本研究にはある。 

 
３．研究の方法 

 

 具体的には，以下の３つの課題を設定して

行う。 

 <研究課題１ 美術教育における「あそび」

概念の整理・構築>  

 <研究課題２ 「あそび」概念の整理・構

築に基づく<図画工作・美術科>題材及び授業

モデル開発並びにその実践検証>  

 <研究課題３ 美術教師教育プログラムへ

の展開> 

 （１）課題１については，2013 年 12 月 21

日に開催した＜美術教育における「遊び」概

念と指導＞研究会(−美術科教育学会プレ学

会)2)の記録集を作成・刊行し，ここにみられ

る実践や発言をもとに，「遊び」概念の整理，

考察を行う。 

 さらに，現代アートと教育実践との繋がり

について，国内外の文献研究を行い，現代ア

ートの原理と教育原理の共通基盤について

考察した。これに関連しては，海外共同研究

者のウアラス教授(ドイツ・ハイデルベルク

教育大学)や徳博士(米国・カリフォルニア州

立大学チコ校)と情報・意見交換する。 

 （２）課題２については，２ヶ月に１回程

度，小学校，中学校，高校教員，絵画教室指

導者などの研究協力者との打ち合わせ会を

持つ。そして，代表者が整理した課題１の内

容について，研究協力者と意見交換をする。

代表者が，<単元･題材>開発を進めるシステ

ムを大学において整備し，学習資料，教具を

作成し，協力者に配布した。各協力者は，先

行実践を学び各勤務校の情報を交換し検討



する。その上で，代表者からの素案を基に，

<単元･題材・授業モデル>開発を進め，各勤

務校で実践･検証する。 

 ｢造形遊び｣を活かした描画活動や環境芸

術題材，妖怪や幽霊などの形態を表現に連鎖

させる｢鑑賞あそび｣題材，3D スキャナー・コ

ピー活用の「うつし遊び」題材，版遊びを活

かした描画題材などの<単元･題材>を開発す

る。 

 また，各研究協力者勤務校での授業動画記

録，音声記録，作品写真を基に，授業モデル

として，動機付け，試行錯誤(行きつ戻りつ)

の思考，教科領域横断的な思考，活動の継続

性（繰り返し）の場面を取り入れた事例モデ

ルを作成する。 

 （３）課題３については，課題１，２の研

究をふまえ，大学教育及び現職教員研修会な

どで試行をする。このとき，教師が内包する

<意識-規範･文化>(−実践を推進する意識と

その根底にある規範や文化)の視点に留意し

ながら行う。 

 
４．研究成果 
 

 （１）<研究課題１ 美術教育における「あ

そび」概念の整理・構築>については，先ず，

「造形遊び」を含めて美術教育実践と縁が深

い「あそび」概念全体の整理・構築を精緻に

行い，混乱や誤解を解消しようとした。そし

て，2013 年 12 月 21 日に開催した＜美術教育

における「遊び」概念と指導＞研究会(−美術

科教育学会第36回奈良大会プレ学会)の記録

集を作成し(2014.12)，ここにみられる実践

や発言をもとに，「遊び」概念の整理，考察

を行った。 

  また，その一端については，「美術教育実

践を担う者にとっての「遊び」概念とは？-<

主体的な造形活動>と<芸術活動の拡がり>の

中で-」(2016)，「美術教育における「遊び」

概念の諸相：教師の＜意識−規範・文化＞を

ふまえて」(2017)として誌上発表した。 

 （２）さらに，海外研究協力者のマリオ・

ウアラス氏(ドイツ・ハイデルベルク教育大

学)を講演者並びに討議者として，「2016 年

度 美術科教育学会 リサーチフォーラム in 

Osaka, Japan」を開催し，「「アート・プロ

ジェクト教育実践」から探る美術教育の新た

な<かたち> 」と題するシンポジウムを行な

った。 

 ウアラス氏の提案・実践する「プロジェク

ト型美術教育」に学び，講演・シンポジウム

の記録集を作成し(2016)，日本での可能性を

探った。また，これに先立って，ドイツ・デ

ュッセルドルフ市を訪問し，アート・プロジ

ェクト教育の源流を探った。 

 （３）<研究課題２ 「あそび」概念の整

理・構築に基づく<図画工作・美術科>題材及

び授業モデル開発並びにその実践検証>につ

いては，２ヶ月に１回程度，小学校，中学校，

高校教員，絵画教室指導者などの研究協力者

との打ち合わせ会を持ち，代表者が整理した

課題１の内容について，研究協力者と意見交

換をした。 

 その上で，「あそび」体験を活かすことが

できる<美術教育>題材の開発を行い，小学校，

中学校などで実践し，その検証をした。各協

力者勤務校での授業動画記録，作品写真を基

に，授業モデルとして，動機付け，試行錯誤，

教科領域横断的な思考，活動の継続性（繰り

返し）の場面を取り入れた事例モデルを作成

した。 

 その一端については，「 Potential of 

Hyakki Yagyo Emaki, a picture scroll 

depicting one hundred spectres strolling at 

night as a Teaching Material for Art 

Education」(2014)，「粘土の「ひねり出し」

による人物づくりの題材－梶田幸恵の先行

実践をふまえた中学校での授業－」(2016)と

して誌上発表した。 

 （４）<研究課題３ 美術教師教育プログ

ラムへの展開>については，研究課題１，２



の成果について，大学教育や現職教育などで

の教師教育プログラムに活かした。通常の授

業のほか，中高教員向けの「教員免許状更新

講習会 選択領域 中高美術(2016)」，小学校

教員向けの「奈良市教育センター教育支援課

研修 10 年経験者研修講座 図画工作科教育

研修講座(2014,2016)」に反映させた。 
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